
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

七
五

(l
)
 

先
に
紹
介
し
た
、
最
高
裁
に
お
い
て
永
山
事
件
第
一
次
上
告
審
判
決
以
降
平
成
一
九
年
（
二
0
0
七
年
）
末
ま
で
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
の

一
覧
、
並

び
に
、
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
0
年
（
二
0
0
八
年
）
、
平
成
ニ

―
年
（
二

0
0
九
年
）
、
平
成
二

二
年
（
二
0
1
0
年
）
及
び
平
成
二
三
年
（
二
0
1

(
2
)
 

一
年
）
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
の
補
遺
と
し
て
、
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
（
二
0
―
二
年
）
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

い
ず
れ
も
、
最
高
裁
判
所
裁
判
集
刑
事
（
裁
判
集
刑
、
集
刑
）
三

0
七
号
乃
至
三

0
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
に
は
、
最
高
裁
に
お
い
て
原
審
の
死
刑
判
決
を
維
持
す
る
に
当
た
っ
て
、

(3
)
 

と
す
る
反
対
意
見
を
述
べ
た
事
案
が
見
受
け
ら
れ
た
。
死
刑
が
確
定
し
た
事
案
に
お
い
て
、
死
刑
選
択
に
関
し
て
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
三
鷹

(
4
)
 

事
件
上
告
審
判
決
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
審
で
死
刑
が
言
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
控
訴
審
で
無
期
懲
役
が
言
渡
さ
れ
た
事
件
に
対
し
、
検
察
官
が
死
刑
選
択
基
準
に
関
す
る
判
例
違
反

(
5
)
 

を
主
張
し
て
行
な
っ
た
上
告
二
件
に
つ
い
て
最
高
裁
が
棄
却
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
一
審
で
無
期
懲
役
が
言
渡
さ
れ
、
控
訴
審
で
も
無
期
懲
役
が
維
持
さ
れ
た
事
件
に
対
し
、
検
察
官
が
死
刑
選
択
基
準
に
関
す
る
判
例
違
反

（
二
五

0
)

一
名
の
裁
判
官
が
刑
訴
法
四
―
一
条
二
号
に
よ
る
破
棄
を
相
当

永

田

最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

〔
資
料
〕

憲

史



【

3
1
2
4】

最
判
平
二
四
年
七
月
―

二
日
裁
判
集
刑
三

0
八
号
―

二
九
頁

Li
こ
無
期
懲
役
で
服
役
後
、
仮
出
獄
・
仮
釈
放
中
の
犯
行

J
・
犯
行
当
時
少
年

＊
判
決
順
の
番
号
は
、
最
高
裁
に
お
い
て
確
定
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
永
山
事
件
第
一
次
上
告
審
判
決
以
降
の
通
し
番
号
と
す
る
。

二
、
被
殺
者
三
名
以
上
の
事
案

妻
の
姉
が
妻
へ
の
借
金
依
頼
を
重
ね
、
妻
が
借
金
し
て
ま
で
同
女
に
金
銭
を
貸
し
て
い
た
こ
と
で
自
ら
が
借
金
返
済
に
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
を
恨
む

【
被
殺
者
数
ー
同
一
被
殺
者
数
・
同
一
類
型
中
の
判
決
順
】

《
凡
例
〉

量
刑
事
情
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
め
、
犯
行
の
目
的
別
に
分
類
し
た
。

(6
)
 

を
主
張
し
て
行
な
っ
た
上
告
二
件
に
つ
い
て
も
最
高
裁
が
棄
却
し
て
い
る
。

(7
)
 

な
お
、
死
刑
選
択
基
準
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
著
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
紹
介
方
法
及
び
凡
例

（
二
四
九
）

紹
介
方
法
及
び
凡
例
は
、
先
に
紹
介
し
た

一
覧
と
同
様
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
殺
者
数
三
名
以
上
の
事
案
、
被
殺
者
数
二
名
、
被
殺
者
数

一
名
の
事

案
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
被
殺
者
数
二
名
及
び
被
殺
者
数
一
名
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
死
刑
選
択
基
準
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
た

事
案
の
概
要
は
、
確
定
し
た
判
決
の
判
決
文
に
よ
っ
た
。
審
級
間
で
量
刑
が
異
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、

関
法
第
六
四
巻

一
号

で
き
る
限
り
、
審
級
ご
と
に
判
示
さ
れ
る

七
六



最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決

一
覧

【

2
C
1
4
5】

最
判
平
二
四
年

一
月
一
六
日
裁
判
集
刑
三
0
七
号
一
頁

(c) 

三
、
被
殺
者
一
一名
の
事
案

最
判
平
二
四
年
一

0
月
二
三
日
裁
判
集
刑
三

0
八
号
三
六
七
頁

七
七

な
ど
し
て
、
同
女
を
包
丁
で
多
数
回
刺
突
し
て
失
血
死
さ
せ
殺
害。

騒
が
れ
て
近
所
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
同
女
の
孫
二
名
を
同
様
に
殺
害
。
三
名
を

死
体
遺
棄
。
同
女
の
殺
害
に
つ
い
て
は
、
包
丁
の
柄
に
滑
り
止
め
加
工
、
返
り
血
が
付
か
な
い
よ
う
雨
合
羽
、
死
体
搬
出
時
用
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

を
用
意
す
る
周
到
か
つ
綿
密
な
計
画
性
。
同
女
の
孫
の
殺
害
に
つ
い
て
は
、
偶
発
的
な
面
。
前
科
な
し
。
知
能
程
度
境
界
域
。
同
女
の
遺
族
に
賠
償
金

暴
力
団
組
長
で
あ
る
被
告
人
が
保
険
金
詐
欺
事
件
に
関
す
る
口
封
じ
目
的
で
同
事
件
の
関
与
者
を
拳
銃
で
射
殺
。
組
に
出
入
り
し
て
い
た
者
か
ら
警

察
に
逮
捕
さ
れ
る
よ
う
計
画
し
た
な
ど
と
疑
わ
れ
た
こ
と
に
憤
慨
し
、
拳
銃
で
射
殺
し
て
死
体
遺
棄
。
対
立
組
織
に
参
加
す
る
組
長
が
舎
弟
と
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
拳
銃
で
射
殺
し
て
死
体
遺
棄
。
他
に
銃
刀
法
違
反
。
い
ず
れ
も
共
犯
、
暴
力
団
の
組
織
力
を
活
用
、

二
件
目
は
実
行
行
為
。
二
件
目
の
被
害
者
に
落
ち
度
、
遺
族
か
ら
宥
恕
す
る
旨
の
上
申
書
。

そ
の
他
の
利
欲
目
的

窃
盗
の
目
的
で
侵
入
し
た
被
害
者
宅
が
女
性
の

二
人
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
強
盗
強
姦
の
目
的
で
同
宅
に
再
度
侵
入
し
、
帰
宅
し
た
女
性

と
そ
の
次
女
を
播
粉
木
で
強
打
し
絞
頸
す
る
な
ど
し
て
殺
害
、
金
品
を
強
取
し
た
後
、
被
害
者
両
名
を
強
姦
し
よ
う
と
す
る
も
失
敗
、
死
体
遺
棄
。
目

出
し
帽
、
軍
手
、

ロ
ー
プ
な
ど
を
用
意
し
、
被
害
者
宅
に
あ

っ
た
播
粉
木
に
滑
り
止
め
を
施
す
な
ど
強
盗
強
姦
の
計
画
性
が
高
い
も
の
の
、
侵
入
当
初

か
ら
殺
害
ま
で
は
計
画
せ
ず
。
パ
チ
ス
ロ
に
ふ
け

っ
て
家
賃
の
支
払
や
借
金
の
返
済
に
窮
し
て
の
犯
行
。
他
に
別
人
宅
な
ど
へ
の
住
居
侵
入
、
窃
盗
な

ど
。
前
科
な
し
。
被
害
感
情
峻
烈
。
捜
査
段
階
及
び
第
一
審
公
判
で
は
事
実
を
認
め
て
反
省
。

【

3
_
2
5】

支
払
、
謝
罪
。
同
女
の
父
は
寛
大
な
処
罰
を
求
め
る
。

（二

四
八
）

一
件
目
と
三
件
目
で
は
首
謀
者
、



④

性

的

目

的
最
判
平
二
四
年
三
月
二
日
裁
判
集
刑
三

0
七
号
六
三
五
頁
《
第

一
審
無
期
懲
役
〉

知
人
宅
で
知
人
男
性
を
鈍
体
で
殴
打
し
て
殺
害
。
帰
宅
し
た
同
人
の
妻
の
頸
部
や
手
関
節
を
針
金
で
緊
縛
し
て
殴
打
し
殺
害
。
鈍
体
や
人
を
緊
縛
す

る
の
に
有
効
な
形
状
に
成
形
さ
れ
た
針
金
を
携
行
す
る
な
ど
の
計
画
性
。
他
に
別
の
知
人
宅
で
の
窃
盗
。
前
科
は
罰
金
刑
の
み
。
凶
器
を
投
棄
す
る
な

ど
し
て
証
拠
隠
滅
。
強
盗
目
的
を
否
認
、
凶
器
の
準
備
に
関
し
不
合
理
な
虚
偽
供
述
、
後
悔
や
謝
罪
の
言
葉
を
述
べ
る
も
真
摯
な
反
省
な
し
。

中
国
人
の
女
性
の
留
学
生
か
ら
バ
ッ
グ
を
強
奪
し
、
追
い
掛
け
て
き
た
同
女
を
骨
そ
ぎ
ナ
イ
フ
で
刺
突
し
て
失
血
死
さ
せ
る
強
盗
殺
人
、
取
り
押
さ

え
よ
う
と
し
た
男
性
を
同
ナ
イ
フ
で
突
き
上
げ
て
傷
害
を
負
わ
せ
る
強
盗
殺
人
未
遂
。
約
七
年
半
後
に
飲
食
店
の
入
る
ビ
ル
の
共
同
ト
イ
レ
に
お
い
て

金
品
を
強
奪
す
る
目
的
で
男
性
を
刺
突
し
失
血
死
さ
せ
る
強
盗
殺
人
。
い
ず
れ
も
生
活
費
や
遊
典
費
に
窮
し
て
の
犯
行
。

凶
器
を
準
備
し
て
相
手
を
物
色
す
る
な
ど
強
盗
に
つ
い
て
は
計
画
性
。
二

0
歳
の
と
き
に
刃
物
な
ど
の
凶
器
を
利
用
し
た
強
盗
致
傷
、
強
盗
、
強
盗
未

遂
で
服
役
。

二
件
目
に
つ
い
て
強
盗
目
的
を
隠
し
て
警
察
に
出
頭
、

D
N
A
鑑
定
に
よ
り

一
件
目
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
。

働
。
反
省
、
謝
罪
の
意
思
゜

（二

四
七
）

生
活
費
や
遊
興
費
に
窮
し
て
自
己
の
居
住
す
る
ア
パ
ー
ト
の
大
家
の
夫
婦
を
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
で
刺
突
し
て
殺
害
、
財
布
や
貴
金
属
類
を
強
取
。

ナ
イ
フ
や
覆
面
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
用
意
す
る
な
ど
の
殺
害
の
計
画
性
。
本
邦
に
お
け
る
前
科
な
し
。
中
華
人
民
共
和
国
籍
で
不
法
在
留
。
処
罰
感
情

峻
烈
。
謝
罪
の
意
思
表
明
、
反
省
。

【

2
d
_
6
J】

【

2
C
1
4
8】

【

2
C
1
4
7】

【

2
C
1
4
6】

最
判
平
二
四
年
二
月

二
0
日
判
時
ニ
―
六
七
号

一
―
八
頁

(J
2
1
1
4
)〈

一
名
の
裁
判
官
の
反
対
意
見
あ
り
〉
〈
第一
審
•
第

一
次
控
訴

最
判
平
二
四
年

一
0
月
一
九
日
裁
判
集
刑
三

0
八
号
二
六

一
頁

最
判
平
二
四
年
七
月
二
四
日
裁
判
集
刑
三
0
八
号

一
五
九
頁

関
法
第
六
四
巻

一
号

七
八

一
時
は
真
面
目
に
稼

一
件
目
は
共
犯
。
い
ず
れ
も



最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

【

2
e
_
1
5】

雇
っ
て
い
た
人
夫
二
名
が
飲
酒
し
て
当
て
逃
げ
事
故
を
起
こ
し
た
た
め
制
裁
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
反
抗
的
な
態
度
を
示
し
た
た
め
、
怒
り
を
募
ら
せ

て
監
禁
し
た
上
で
ロ
ー
プ
又
は
両
手
で
絞
頸
し
て
窒
息
死
さ
せ
殺
害。

共
犯
、

主
導
性
。
雇
っ

て
い
た
人
夫
を
木
刀
で
死
に
至
ら
し
め
た
傷
害
致
死
。

偶
発
的
犯
行
。
他
に
逮
捕
監
禁
、
横
領
。
罰
金
刑
以
外
の
前
科
な
し
。
逮
捕
監
禁
及
び
横
領
に
つ
い
て
は
反
省
。

【

2
e
,
1
4】

最
判
平
二
四
年

―
二
月

一
四
日
裁
判
集
刑
三

0
九
号
二
0
五
頁

〈第
一
審
無
期
懲
役
〉

最
判
平
二
四
年

―
二
月

―一

日
裁
判
集
刑
三
0
九
号
七
七
頁

い

愛

憎

ほ

か

審
は
判
決
を
維
持
し
た
。

七
九

（二
四
六
）

強
姦
目
的
で
社
宅
に
上
が
り
込
み
、
抵
抗
さ
れ
た
た
め
女
性
を
絞
殺
、
泣
き
出
し
た
乳
児
を
絞
殺
。
被
害
女
性
の
財
布
を
窃
取
。
殺
害
の
計
画
性
な

し
。
犯
行
当
時

一
八
歳
の
少
年
。
第
一
次
上
告
審
以
降
、
傷
害
致
死
を
主
張
、
不
合
理
な
弁
明
、
反
省
不
十
分
。
第

一
審
は
無
期
懲
役
を
言
い
渡
し
、

第
一
次
控
訴
審
も
維
持
し
た
。
第

一
次
上
告
審
は
、

い

犯
行
の
罪
質
が
甚
だ
悪
質
で
あ
る
こ
と
、

閲

結
果
が
極
め
て
重
大
で
あ
る
こ
と
、

団

犯
行

の
動
機
及
び
経
緯
に
酌
む
べ
き
点
が
な
い
こ
と
、
い
強
固
な
犯
意
の
下
に
冷
酷
、
残
虐
に
し
て
非
人
間
的
な
所
業
を
行
な
っ
た
こ
と
、

国

犯
行
後
の

情
状
も
よ
く
な
い
こ
と
、

m
遺
族
の
被
害
感
情
が
峻
烈
を
極
め
て
い
る
こ
と
、
①
慰
謝
の
措
置
が
全
く
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

印

社
会
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

（

殺
害
の
計
画
性
が
な
い
こ
と
は
特
に
有
利
に
酌
む
べ
き
事
情
と
評
価
す
る
に
は
足
り
な
い
こ

と
、
（
犯
罪
的
傾
向
が
軽
視
で
き
な
い
こ
と
、
如
犯
行
時

一
八
歳
に
な
っ
て
間
も
な
い
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
死
刑
を
回
避
す
べ
き
決
定
的
な
事
情

一
条
二
号
に
よ
り
破
棄
差
戻
と
し
た
。
【
N
-
5
】
最
判
平

一
八
年
六
月
二
0
日
判
時

一
九
四

一
号

三
八
頁
。
第
二
次
控
訴
審
は
、

「当
審
公
判
で
、
虚
偽
の
弁
解
を
弄
し
、
偽
り
と
み
ざ
る
を
得
な
い
反
省
の
弁
を
口
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
死
刑
の
選

択
を
回
避
す
る
に
足
り
る
特
に
酌
量
す
べ
き
事
情
を
見
出
す
術
も
な
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
死
刑
を
言
渡
し
た
。
第
二
次
上
告

と
は
言
え
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
刑
訴
法
四

審
無
期
懲
役
〉



な
し
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
相
手
方
の
態
度
に
激
怒
す
る
な
ど
し
て
、

払
い
等
を
巡
っ
て
同
居
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
を
両
手
で
絞
頸
し
て
窒
息
死
さ
せ
て
殺
害
、

る
な
ど
し
て
損
壊
し
て
遺
棄
。

一
件
目
か
ら
二
件
目
に
至
っ

（二
四
五
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
を
絞
頸
し
て
窒
息
死
さ
せ
て
殺
害
。
約
九
年
後
、
家
賃
の
支

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
を
用
い
て
死
体
を
切
断
す

一
件
目
の
経
験
を
利
用
し
て
二
件
目
の
犯
行
を
敢
行
。
峻
烈
な
処
罰
感
情
。
捜
査
段
階
で
詳
細
な
自
白
、
そ
の
後
に
変

一
件
目
の
死
体
損
壊
及
び
遺
棄
に
つ
い
て
は
懲
役
三
年
六
月
の
裁
判
が
確
定
。
第
一

審
は
、

一
件
目
の
殺
害
に
つ
い
て
は
懲
役

一
四
年
に
処
し
、

二
件
目
の
殺
害
な
ど
に
つ
い
て
、
①
被
害
者
に
も
被
告
人
の
気
持
ち
を
利
用
し
て
い
た
と
受
け

止
め
ら
れ
か
ね
な
い
面
が
あ
り
、
態
度
な
ど
に
思
い
や
り
に
か
け
た
面
が
あ

っ
て
犯
行
を
誘
発
す
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
第

三
者
に
対
す
る
犯
行
と
比
べ
れ
ば
量
刑
上
一

定
の
考
慮
が
で
き
る
こ
と
、
②
他
の
死
刑
確
定
事
案
に
比
べ
て
、
殺
害
の
手
段
方
法
が
残
虐
と
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
③
死
体
損
壊
及
び
遺
棄
に
つ
い
て
殺
害
が
残
虐
な
事
案
と
同
等
の
評
価
ま
で
は
で
き
な
い
こ
と
、

④

の
殺
害
に
は
相
違
点
が
あ
っ
て
無
視
で
き
な
い
こ
と
、
固
殺
人
な
ど
に
よ
る
服
役
前
科
が
あ
る
事
案
と
は
同
視
で
き
な
い
こ
と
、
⑥
被
告
人
に
矯
正

一
件
目
と
二
件
目

の
可
能
性
が
な
い
と
ま
で
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
無
期
懲
役
と
し
た
。
控
訴
審
は
、

二
件
目
の
殺
害
な
ど
に
つ
い
て
、

田

被
害
者
と
の
関
係
は
被
告
人
に
と
っ
て
割
に
合
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
が
被
告
人
を

一
方
的
に
利
用
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、

伽
死
体
損
壊
及
び
遺
棄
は
凄
惨
か
つ
非
人
間
的
な
所
業
で
あ
る
こ
と
、

い

被
害
者
は
二
二
歳
と
若
く
、

二
歳
の
子
ど
も
が
い
た
こ
と
、

い

慰
謝
の

措
置
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

い

被
害
者
遺
族
に
峻
烈
な
被
害
感
情
が
あ
る
こ
と
、
（
殺
害
及
び
死
体
損
壊
な
ど
が
客
観
的
に
も
主
観
的
に
も

一

連

一
体
の
行
為
で
あ
る
と
評
価
で
き
、
死
体
損
壊
及
び
遺
棄
の
残
虐
性
を
含
め
た

一
連
の
犯
行
の
悪
質
性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

一
件
目
と
二
件
目
の
事
件
に
は
類
似
性
が
あ
り
、
著
し
い
反
社
会
性
や
犯
罪
性
向
に
無
視
し
難
い
も
の
が
あ

っ
て、

て
凶
悪
な
犯
罪
性
向
が
よ
り
深
ま

っ
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
死
刑
と
し
た
。

四
、
被
殺
者

一
名
の
事
案

遷
す
る
も
第

一
審
の
最
終
段
階
で
は
自
白
と
同
旨
の
供
述
。

関

法

第

六
四
巻

一
号

八
〇



＊
 最

高
裁
に
お
い
て
平
成
二
四
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧

八

(
l
)

拙
稿
「
最
高
裁
に
お
い
て
永
山
事
件
第
一
次
上
告
審
判
決
以
降
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
（
裁
判
集
刑
二
九
二
号
ま
で
）
」
関
西
大
学
法
学

論
集
五
九
巻
一
号
（
二
0
0
九
）
一
〇
九
頁
以
下
。
犯
行
当
時
少
年
の
被
告
人
に
対
す
る
死
刑
判
決
の
一
覧
と
し
て
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
第

二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
に
犯
行
当
時
少
年
の
被
告
人
に
対
し
て
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
九
巻
二
号
（
二
0
0
九）

一

四
四
頁
以
下
。

(
2
)

拙
稿
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二

0
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
九
巻
六
号
（
二

0
0
九
）
一

0
0
頁
以
下
、
同

「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
ニ
―
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六

0
巻
六
号
（
二

0
-
―
)
五
九
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁

に
お
い
て
平
成
二

二
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
（
付
．
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
平
成
二
二
年
に
言
渡
さ
れ
た
死
刑
判
決
一
覧
）
」
関
西
大
学

法
学
論
集
六
一
巻
六
号
（
二
0
―
二
）
一

八
四
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
お
い
て
平
成
二
三
年
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
一
覧
（
付
．
裁
判
員
裁
判

に
お
い
て
平
成
二
三
年
に
言
渡
さ
れ
た
死
刑
判
決
一
覧
）
」
関
西
大
学
法
学
論
集
六
二
巻
六
号
（
二
0
一
三
）
一
頁
以
下
。
最
高
裁
に
お
い
て
永

山
事
件
第

一
次
上
告
審
判
決
以
降
平
成
二
0
年

（二

0
0
八
年
）
末
ま
で
に
確
定
し
た
死
刑
判
決
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
拙
著
「
死
刑
選
択

基
準
の
研
究
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
0
1
0
)
二
0
三
頁
以
下
。

(
3
)
【

2
d
_
6
J
】
最
判
平
二
四
年
二
月
二

0
日
判
時
ニ
―
六
七
号
一
―
八
頁

(
J
2
_
1
4
)
。

(4
)

最
大
判
昭
三

0
年
六
月
二
二
日
刑
集
九
巻
八
号

一―

八
九
頁
。

(5
)

最
決
平
二
四
年

一
月

一
六
日
裁
判
集
刑
三

0
七
号
八

一
頁
、
最
決
平
二
四
年
七
月
―

一
日
裁
判
集
刑
三

0
八
号
九

一
頁。

(6
)

最
決
平
二
四
年

―二
月
三
日
裁
判
集
刑
三
0
九
号

一
頁
（
反
対
意
見
あ
り
）
、
最
決
平
二
四
年
―

二
月

一
七
日
裁
判
集
刑
三
0
九
号
ニ―

三
頁
。

(7
)

拙
著
•
前
掲
注

(
2
)
。

判
例
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ
て
、
関
西
大
学
図
書
館
閲
覧
参
考
課
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
ま
す
。

（
二
四
四
）


